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本研究は、日本語および中国語テクストから構築したコーパスを用い、両言語における色

彩語彙を対象として、その使用頻度と意味機能を対照的に分析するものである。 

本研究の目的は二つある。一つは日中両言語において色彩語彙の使用頻度と分布の差異に

ついて、中国語では「白」、「紅」、「黒」といった少数の色彩語に使用が集中するのに対し、

日本語では複数の色彩語が比較的分散して用いられるという傾向を明らかにすることである。 

もう一つは、日中両言語における色彩語彙の意味拡張の特徴について、中国語では色彩語

が社会的評価、行為、認知状態と結びつきやすいのに対し、日本語では個人の感情や内面状

態を表す方向へ拡張されやすいという特徴を明らかにすることである。 

これまでの研究では、董・劉（2009）が中国語の「白」「黒」を対象に、語色彩語の意味拡

張過程を認知的に整理している。郭（2020）は、日中色彩語をコーパスに基づいて比較し、

感情表現において、色彩語のメトニミー的用法が高頻度で現れることを示した。郭（2013）

は、コーパスに基づいて日中両言語の基本色彩語の慣用表現を比較し、文化的背景による象

徴性の差異を指摘している。 

先行研究では、特定の色彩語における意味拡張の過程、色彩語と身体や感情との関係、な

らびに文化的象徴性の差異などが明らかにされてきた。 

しかし、これらの研究はいずれも対象となる色彩語や意味領域が限定されており、他の色

彩語は具体的にどのように用いられているのか、色彩語表現全体としてどのような使用傾向

や意味機能の分布が見られるのかといった問題は、依然として未解明のままである。 

これらの疑問に対して、本研究は特定の色彩語に限定するのではなく、コーパスに出現す

るすべての色彩語彙を対象として調査を行い、実際の用例に基づいて使用頻度、意味機能、

意味領域の分布を体系的に分析する点に独自性がある。 
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